
ちづぐらしちづぐらし
子どもと繋ぐふるさとリノベーション

暮
ら
し
継
承 

過
疎
地
域
持
続
へ

多
様
な
視
点
　
織
り
込
み
設
計

　
多
く
の
子
育
て
世
帯
が
移
住
す
る
鳥
取
県
智
頭
町
で
は
、
地
域

住
民
と
移
住
者
の
双
方
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
が
薄
い
」

こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
作
者
の
祖
父
母
の
家
を
移
住
者
た

ち
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
改
修
し
、
生
活
や
空
き
家
、
思
い
出
が
直

接
受
け
継
が
れ
る
移
住
の
形
を
設
計
し
た
。

　
幼
小
よ
り
智
頭
町
に
慣
れ
親

し
む
作
者
は
、
卒
業
研
究
で
も

智
頭
町
を
取
り
扱
っ
た
。
調
査

で
得
た
「
子
ど
も
が
い
る
と
地

域
に
な
じ
み
や
す
い
」
と
の
声

か
ら
、
子
ど
も
が
人
を
繋
ぐ
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
兼
交
流
施
設
を

提
案
す
る
。
自
身
の
記
憶
か
ら

遊
び
場
を
作
る
こ
と
で
、
こ
の

地
の
暮
ら
し
を
体
感
し
つ
つ
地

域
住
民
と
の
関
わ
り
を
作
る
。

　
勢
い
あ
る
若
い
世
代
が
消
え

ゆ
く
地
域
の
暮
ら
し
を
継
承
す

る
狙
い
で
、
既
存
住
居
を
改
修

し
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス×

交
流
拠
点

と
す
る
。 

▼
移
住
者
は
、
家
探

し
や
仕
事
探
し
な
ど
移
住
の
準

備
を
進
め
な
が
ら
、
完
全
に
移

住
で
き
る
ま
で
の
期
間
、
共
同

生
活
を
送
る
。
四
季
の
中
で
、

こ
の
場
所
で
の
暮
ら
し
を
体
感

す
る
。 

▼
地
域
住
民
か
ら
季
節

の
料
理
や
D
I
Y
な
ど
、
こ
の

地
の
暮
ら
し
を
学
ぶ
。
生
活
が

難
し
く
な
っ
て
い
く
高
齢
者
を

助
け
る
機
能
も
担
う
。
移
住
前

か
ら
直
接
交
流
す
る
こ
と
で
、

移
住
者
へ
の
空
き
家
の
ス
ム
ー

ズ
な
譲
渡
に
も
繋
が
る
。

　
周
辺
地
域
に
多
く
見
ら
れ
る

半
屋
外
の
農
機
具
小
屋
を
参
照

し
、
建
物
を
半
屋
外
空
間
で
繋

い
だ
。
屋
内
と
屋
外
、
暮
ら
し

と
気
候
を
繋
ぐ
空
間
に
は
、
そ

の
地
域
ら
し
さ
が
表
出
す
る
。

雨
の
多
い
山
陰
地
方
で
も
、
天

気
を
問
わ
ず
遊
び
回
る
こ
と
が

出
来
る
場
を
目
指
し
た
。

　
舞
台
と
な
る
の
は
人
口
約
7

千
人
の
山
あ
い
の
町
。
か
つ
て

宿
場
町
や
林
業
で
栄
え
た
が
、

現
在
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
過

疎
地
域
と
な
っ
た
。
一
方
で
、

こ
の
町
に
は
「
森
の
よ
う
ち
え

ん
*1
」  

を
き
っ
か
け
と
し
て
多

く
の
子
育
て
世
帯
が
移
住
し
て

い
る
。
以
前
よ
り
町
が
育
ん
で

き
た
住
民
自
治
の
姿
勢
づ
く
り

の
成
果
と
い
え
よ
う
。
移
住
施

策
の
先
進
事
例
と
さ
れ
、
高
齢

者
と
子
育
て
世
代
が
と
も
に
増

加
す
る
中
で
、
い
く
つ
か
の
課

題
*2
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
敷
地
は
国
道
沿
い
、
作
者
の

祖
父
母
の
家
。
付
近
に
は
「
森

の
よ
う
ち
え
ん
」
の
拠
点
が
あ

り
、 

移
住
者
と
地
域
住
民
の
生

活
が
近
い
。
そ
し
て
こ
の
家
自

体
も
、
地
域
の
行
事
や
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
の
場
と
な
っ
て
お

り
、
両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活

が
重
な
る
場
所
だ
。
敷
地
内
の

城
山
で
は
、
毎
春
地
域
住
民
が

花
見
を
催
す
。

小林尚矢
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大阪大学大学院工学研究科
地球総合工学専攻
建築・都市人間工学領域　M 2

面積　224.7km²
人口　6,601 人

鳥取県智頭町

（1)　　工学・建築　　　2021年（令和3年）10月18日  月曜日 （大西麻貴氏 設計研究集会 於大阪大学）

◎
二
面
性
も
つ
過
疎
地
域

◎
生
活 

重
な
る
敷
地

◎
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

　
　
　
　×
交
流
拠
点

◎
地
域
と
繋
が
る

　
　
　
　
半
屋
外
空
間

◎
子
ど
も
が
繋
ぐ
遊
び
場

◎
更
新
さ
れ
る
生
活
と
拠
点

森林率　 93%
高齢化率 43.4%

*1 森のようちえん
園舎を持たず、日々智
頭の森林・渓流を巡る
ことで生きる力を養う。
移住者が町と協力し設
立、注目を集める。

②竹を楽しむベランダとトンネ
ル＝18日、智頭町

多くの軒下空間が廻
る＝18日、智頭町

散歩道に機能を重ねる
＝18日、智頭町

この家を中心に地域の営みが広がる＝18日、智頭町

①遊びの場となる半屋外通路と
棚＝18日、智頭町

③石を拡張した水路とス
テージ＝18日、智頭町

*2地域の課題
コミュニティの繋がる
場が無い / すぐ入居で
きる家が無い / 高齢者
の生活能力低下 / 空き
家の放置　　　　　等

移
住
者
と
地
域
住
民
の
両
者
か

ら
、「
子
ど
も
が
い
る
と
地
域

に
な
じ
み
や
す
い
」
と
の
声
を

得
た
。
こ
こ
か
ら
子
ど
も
が
遊

び
の
中
で
機
能
と
機
能
を
、
移

住
者
と
地
域
住
民
を
、
人
と
暮

ら
し
を
繋
ぐ
家
を
目
指
し
た
。

自
分
の
記
憶
か
ら
遊
び
場
を
作

り
、
実
際
の
遊
び
に
即
し
た
地

域
住
民
と
の
関
わ
り
を
作
る
。

②竹　̶̶遊びの立体化
トンネルを設置、走り回って遊ぶ勢いを建物内に引き込
む。竹を立体的に楽しむベランダで、遊びを立体化。

③石　̶̶移住者と地域住民が集う場所づくり
石を地形に展開し、水路を拡張して豊かな水辺に。田ん
ぼの傍のステージで月見や映画鑑賞会。

①棚　̶̶互いの活動が溢れ出し合う道
移住者の荷物を受け止めながら、遊び場にもなる棚。皆
が参加できる機能を配置し、賑わいある散歩道とする。

新設動線 新たな動線を半透明や白の軽い素材で加え、回遊性
を持たせる。分散した機能を繋ぐ、厳しい外部環境
との緩衝地帯。雨雪をしのぎ、活動領域を広げる。

既存住居 祖父が増改築を続けてきた既存住居は、小さいころ
からの遊び場。2棟の母屋を離れが囲む形式をとり、
屋根の重なりと隙間に富む。

遊び場　 自分の遊びの記憶から遊び場を作り、分散した機能
と人を繋ぐ。移住者・地域住民を巻き込んだ活動が
この場所の遊び方と使われ方を引き継ぐ。

　
設
計
に
あ
た
っ
て
は
多
様
な
視
点

を
織
り
込
む
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
こ
の
家
で
遊
び
、
大

学
生
に
な
っ
て
改
め
て
こ
の
場
所
を

調
査
し
た
こ
と
で
、
移
住
者
と
地
域

住
民
双
方
の
視
点
を
得
た
。
幼
い
こ

ろ
の
自
分/

大
学
生
の
自
分
と
合
わ

せ
、
4
つ
の
視
点
が
同
居
す
る
。

　
▼
町
と
移
住
者
に
よ
る
持
続
的
な

運
営 

移
住
施
策
に
重
点
を
置
く
町

の
支
援
を
得
な
が
ら
、移
住
（
希
望
）

者
が
自
ら
維
持
管
理
し
引
き
継
ぐ
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
家
は
継
ぎ
接
ぎ

さ
れ
、
新
た
な
生
活
に
馴
染
ん
で
ゆ

く
。 

▼
移
住
施
策
の
そ
の
先
と
他
地

域
へ
の
波
及 

移
住
者
が
多
く
あ
る

先
進
地
域
の
課
題
に
向
き
合
い
、
今

後
の
移
住
施
策
の
あ
り
方
を
提
示
。

　
祖
父
が
増
改
築
を
重
ね
た
家
だ
が

祖
父
母
の
高
齢
化
に
よ
り
、
営
ま
れ

る
暮
ら
し
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
熱
意
あ
る
移
住
者
に
出

会
い
、
両
者
に
と
っ
て
の
持
続
性
を

考
え
た
。
主
観
と
客
観
、
過
去
と
現

在
・
未
来
を
俯
瞰
し
た
、
人
口
増
加

だ
け
で
な
い
、
真
の
地
域
の
持
続
。

地
域
と
移
住
者
と
の
接
点
に
拠
点
を

設
け
、
ど
の
地
域
で
も
発
生
し
う
る

課
題
に
ど
の
地
域
で
も
適
用
可
能
な

拠
点
で
応
え
る
。 

▼
真
の
地
域
の
持

続
と
は  

田
園
回
帰
と
も
言
わ
れ
る

過
疎
地
域
へ
の
移
住
は
、
近
年
若
年

世
代
で
盛
ん
だ
。
移
住
者
だ
け
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
完
結
さ
せ
る
快
適
さ

だ
け
で
な
く
、
地
域
課
題
を
背
負
い

込
み
持
続
性
に
資
す
る
決
意
が
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①① ②②

③③

配置図兼 1階平面図　S=1:500　　　　　　　　　　　　　　　N
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シ
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ア
ト
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ステージ

石のテーブル

山陰の鈍い光と棚田、山並み
を取り込む開口

DIY等の技術
習い練習

棟の間を内部に
転換する半透明の箱

軒下の
井戸端会議

道行く人を
巻き込んで
創作活動

味噌や蒟蒻
漬物など
地域の味を
集まって習う
春は皆で

お花見の準備

寝転がって天体観測
川で笹船遊び
蛙やどじょう、タニシ
山菜の天日干し

水路

田んぼ

ぐるぐる走り回る
春の筍とり

祖父の工具棚は
祖父の趣味で拡張
地域で蒟蒻・餅作り


